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朝礼講話

校長 菊本和仁

「礼儀って何！」

おはようございます。

平成２２年度が始まり、１学期も３週間目となりました。１年生もだいぶ学校に慣れて

きた頃ではないでしょうか？

さて、学校は、みなさんが立派に社会に貢献できる人となれるように学習する場です。

勉強はもちろんのことですが、大人としての礼儀も身につけていかなければなりません。

最近、校長室や職員室で仕事をしているときに、先生方からあいさつはとか、服装の乱

れや言葉遣いなどを注意されているのを見かけました。それは、先生に対してあいさつが

できていなかったり、友だちに話すのと同じような話し方だったり、ワイシャツがでたま

まの服装であったり様々でした。

では、この「礼儀」とは何でしょうか？私は「礼儀」とは、相手を人間として尊

敬する気持ちの表れであり、みんなが気持ちよく生活するために欠かすことの

できない大切なことだと思います。「礼儀正しく行動できる人」は、周りの人に気持ち

よく受け入れられますが、反対に「礼儀知らずの人」は周りの人を嫌な気持ちにさせてし

まいます。いつもいつも礼儀正しくとは言いませんが、そうしなければならない時や場所

を十分理解する必要があるでしょう。

休み時間に友だちや先生と楽しく話しているときは、さほど問題にはなりませんが、授

業中や職員室にきて先生と話すは、礼儀正しくする必要があるでしょう。「親しき仲に

も礼儀あり」ということわざがあります。自分はどうだろうと振り返ってみてくださ

い。

「礼儀知らず」の一つの例ですが、成人式の時期になるとテレビから実に情けない様子

が映し出されますね。成人をお祝いして壇上で人が話しているにも関わらず、紋付き袴や

振り袖姿の人たちが大声で奇声をあげたり、酒に酔って暴力をふるう様子などです。私の

目には２０年という年だけをとり、体だけが大きくなっただけで、頭の中は、千歳飴を持

つたやんちゃでわがままな子どもとしか思えません。まさしく、大人としての常識や礼儀

が身についていない人間だと思います。

「礼儀」の基本はあいさつからだと思います。朝登校時にあいさつ運動を実施して

いますが、元気な声であいさつしてみましょう。一日が気持ちよくスタートできると思い

ます。また、先生や主事さんばかりでなく、学校には保護者や地域の方、また、多くの業

者の方も見えます。学校にきている大人の人は、みなお客様という気持ちでしっ

かりとしたあいさつをしましょう。あいさつひとつでも、向島中学校は活気があって

礼儀正しくて良い学校だねということになります。今月の生活指導の目標は「あいさつを

しよう」です。しっかりとしたあいさつができる、礼儀正しい生徒になってください。


